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生涯研修プロ グラム 「症例 か ら学ぶ 」

4）温存手術

IV．産婦人科手術

■

子宮頸部円錐切除術

慶應義塾大学講師 久 布 白 兼 行

　近年 ， 若年の子宮頸部上皮内腫瘍，微小浸潤癌

とい っ た初期病変 の 患者は増加傾向にある こ とか

ら，
こ れ らの 病変 に対 して円錐切除術な どの 温存

治療の 必要性 が高 ま っ て い る． 日本産科婦人科学

会腫瘍委員会の 2001年 度子宮頸癌 患者年報 に よ

る と， 治療的円錐切 除術 は 0 期 ：64．3％ ， Ial期 ：

34．4％ ， Ia2期 ：17．4％ ，
　 Ia期亜分類不明 ：19．2％

にそれ ぞれ行わ れ て い る．微小 浸潤扁平上 皮癌 Ia

1期で切除断端陰性の 場合 ， 治療的円錐切除術は

ほぼ コ ン セ ン サ ス が得られて い る．また ， Ia2期 に

つ い て は切除断端陰性
・
脈管侵襲陰性の 症例で は

円錐切除術で 治療可能とする報告がみ られる が ，

一
方腺系病変 につ い て は診断的手法 とす る考え方

が多い ．当科で は 1989 年か ら 2002 年 まで に扁平

上 皮系病変 1
，
214 例 （高度異形成 ：308例 ， 上皮内

癌 ：806 例 ， 微小浸潤扁平上皮癌 ：100例）に対 し

て YAG レ ーザ ーを用 い た 円錐切 除術 を施行 した．

切除断端 陽性例は 108例（8．9％）で あり，その うち

円錐切除術後 3年以 内に高度異形成以 上 の 病変が

認め られた症 例は 13例（Ll ％）で あ っ た．微小浸

潤扁平上 皮癌 Ia1期の 切 除断端陽性 の 10 例 に つ

い て 経過観察 したが ， 上皮内癌以上 の 病変は認め

られ て い ない （平均観察期間 ：46，5 カ月），
一

方，

上皮内腺癌 18 例に つ い て 円錐切除術後再発 は認

め られ て い ない （平均観察期間 ：34．2 カ月）．今回

は微小浸潤扁平上皮癌 ， 腺系病変を中心 に 症例 を

供 覧 し て 円錐 切 除術 の 治療 的意義に つ い て 述 べ

る．
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